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第
２
回
定
例
会

一
般
質
問

　

６
月
11
日
、
12
日
、
13
日
の
３
日
間
で
12
名
の

議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
市
当
局
に
問
い
質
し

ま
し
た
。
要
約
を
紹
介
し
ま
す
。

　　
左
記
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
の
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
読
み
取
る
こ
と

で
一
般
質
問
の
録
画
中
継
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

議会録画配信はこちら

※質問順に掲載

１ 三島照
２ 竹山耕平
３ 橋口耕太郎
４ 川口幸義

１ 安田壮平
２ 大迫勝史
３ 林山克巳
４ 﨑田信正

１ 渡雅之
２ 奥輝人
３ 津畑誠
４ 関誠之

議会録画配信

三島 照
（日本共産党）

　

末
広
・
港
区
画
整
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

竹山 耕平
（自民新風会）

　

国
立
公
園
内
の
自
然
災
害
へ
の

　
　
　
　
　
　
　

対
応
に
つ
い
て

答

市
民
の
安
全
、
安
心
を
守

る
立
場
か
ら
、
今
後
関
係
機

関
か
ら
更
な
る
情
報
収
集
を

図
り
な
が
ら
文
書
で
の
申
し

入
れ
に
つ
い
て
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答

相
互
通
行
へ
切
替
え
る
際

は
、
末
広
港
線
が
優
先
道
路

と
な
る
事
か
ら
奄
美
本
通
り
、

銀
座
通
り
に
一
時
停
止
の
標
識

及
び
停
止
線
の
設
置
を
行
い

利
用
者
の
安
全
対
策
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

答

公
示
価
格
が
末
広
町
10

番
25
が
平
成
18
年
が
27
万
９

千
円
で
28
年
が
15
万
８
千
円

で
18
年
比
較
で
56

・

６
％
と

な
り
路
線
価
が
平
成
18
年
が

14
万
６
４
０
０
円
、
28
年
が

９
万
１
２
０
０
円
と
な
り
18

年
比
較
で
62

・

３
％
と
下
落
し

て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
奄
美
市
栄
誉
賞
に
つ
い
て

○
自
然
遺
産
に
関
連
し
て
大

学
院
、
大
学
等
の
見
解

答

各
施
設
・
道
路
等
の
管
理

者
が
自
然
公
園
法
に
基
づ
き

対
応
。
土
砂
除
去
等
応
急
処

置
を
速
や
か
に
行
う
に
は
行

為
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
14

日
以
内
に
環
境
大
臣
に
提
出
。

災
害
査
定
等
を
受
け
復
旧
工

事
を
す
る
際
は
県
知
事
や
環

境
大
臣
の
許
可
申
請
が
必
要
。

問

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
に
つ
い
て
（
ス
ム
ー
ズ

な
決
定
通
知
の
発
表
・
二
次

審
査
参
加
者
の
技
術
提
案
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
公

表
に
向
け
て
）

答

二
次
審
査
後
の
早
め
の
決

定
通
知
に
努
め
る
。
現
在
は

最
優
秀
提
案
の
み
の
公
表
だ

が
、
他
自
治
体
を
研
究
し
公

表
に
向
け
て
の
検
討
課
題
と

し
た
い
。

問

名
瀬
住
用
地
区
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
（
危

機
管
理
体
制
の
現
況
）

答

災
害
時
の
対
応
。
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
策

定
。
集
団
食
中
毒
対
策
。
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
。
給
食

費
の
徴
収
方
法
は
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
支
払
い
や

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
に
よ

り
保
護
者
の
利
便
性
向
上
に

つ
な
が
る
。
食
育
な
ど
の
教

育
現
場
と
の
か
か
わ
り
に
つ

い
て
は
、
栄
養
教
諭
に
よ
る

「
食
に
関
す
る
指
導
」
に
よ
り

計
画
的
に
実
施
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
特
別
の
教
科
道
徳
に
つ
い
て

○
大
浜
海
浜
公
園
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
事
業
に
つ
い
て

○
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
つ
い
て

問

平
成
18
年
と
28
年
の
路

線
評
価
額
の
変
化
は

問

米
軍
オ
ス
プ
レ
イ
の
訓
練

の
常
態
化
に
つ
い
て
申
し
入

れ
を
検
討
す
べ
き
と
思
う
が

市
長
の
見
解
を

問

末
広
・
港
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て
安
全
対
策
は

問

国
立
公
園
内
の
自
然
災

害
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て

比較

△ 56.6%

△ 62.3%

H28

158,000

91,200

H18

279,000

146,400

公示価格

路線価

公示価格と路線価の年度比較 ( 単位 : 円 )
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問

世
界
自
然
遺
産
登
録
に

つ
い
て
、
今
後
国
、
県
と
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
、

再
提
出
の
時
期
は

答

ま
ず
は
、
来
年
２
月
１
日

に
ユ
ネ
ス
コ
世
界
自
然
遺
産

セ
ン
タ
ー
へ
推
薦
書
の
再
提

出
を
目
指
す
。
そ
の
後
、
Ｉ

Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
勧
告
を
経
て
再
来

年
夏
の
世
界
自
然
遺
産
委
員

会
で
審
議
さ
れ
る
の
が
最
短

と
な
る
。

問

名
瀬
新
港
の
旅
客
待
合

所
の
改
修
に
つ
い
て

答

県
か
ら
今
年
度
、
待
合
所

の
調
査
・
設
計
を
実
施
す
る

と
伺
っ
た
。
そ
の
際
、
地
元
の

意
見
が
十
分
反
映
さ
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

問

市
内
小
中
学
校
の
空
調

(

冷
房)

設
備
設
置
の
可
能
性

は

答

昨
年
議
会
に
て
、
島
根
県

松
江
市
の
取
組
で
家
庭
用
空

調
機
導
入
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
松
江
市
へ
何
度
か

照
会
し
た
が
、
ま
だ
導
入
機

器
の
選
定
を
行
っ
て
い
る
状

況
で
検
証
が
得
ら
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
電
気
業
者
へ
確

認
す
る
と
１
教
室
あ
た
り
１８

畳
用
の
空
調
機
が
４
台
必
要

か
つ
受
変
電
設
備
の
改
造
も

必
要
。
こ
れ
か
ら
、
十
分
な

効
果
が
得
ら
れ
る
か
、
実
証

的
な
根
拠
を
も
と
に
取
組
む

必
要
が
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
奄
美
く
ろ
う
さ
ぎ
留
学
に

つ
い
て

○
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
要
請

講
座
の
現
況
並
び
に
認
知
症

カ
フ
ェ
等
の
運
用
状
況
に
つ

い
て

問

小
宿
漁
港
及
び
平
松
浜

里
三
地
区
の
防
波
堤
に
大
量

の
海
砂
堆
積
に
つ
い
て

答

議
員
か
ら
ご
指
摘
頂
い
た

小
宿
漁
港
周
辺
の
砂
の
堆
積

に
つ
い
て
は
、
本
年
５
月
に

小
宿
・
浜
里
・
平
松
町
内
会

か
ら
も
調
査
及
び
抜
本
的
な

解
決
に
向
け
た
要
望
が
来
て

い
る
。
漁
港
の
維
持
管
理
の

観
点
か
ら
砂
の
堆
積
状
況
を

確
認
し
、
状
況
に
応
じ
て
水

路
、
泊
地
及
び
航
路
の
砂
の

除
去
を
行
っ
て
き
た
が
抜
本

的
な
解
決
に
至
っ
て
い
な
い

現
状
で
あ
る
。
今
年
度
の
対

応
と
し
て
は
、
早
急
に
大
津

川
河
口
の
埋
塞
状
況
を
改
善

し
、
航
路
へ
の
砂
の
流
入
を

防
ぐ
と
と
も
に
、
そ
の
都
度

砂
の
除
去
を
行
っ
て
い
き
た

い
。
ま
た
平
成
31
年
度
に
向

け
て
海
砂
堆
積
の
原
因
を
究

明
す
る
た
め
、
海
流
や
砂
の

流
れ
を
専
門
的
な
観
点
か
ら

調
査
し
て
い
く
こ
と
も
検
討

し
て
い
る
。
平
成
31
年
度
以

降
に
は
、
小
宿
漁
港
内
の
泊

地
及
び
航
路
の
浚
渫
を
行
い
、

漁
船
の
安
全
運
航
に
向
け
て

取
り
組
む
と
と
も
に
、
隣
接

す
る
砂
浜
に
堆
積
し
て
い
る

砂
は
大
浜
海
浜
公
園
に
運
ぶ

こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
つ
い
て

○
第
7
期
介
護
保
険
事
業
計

画
に
つ
い
て

○
生
ゴ
ミ
を
分
別
す
る
計
画

に
つ
い
て

問

奄
振
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
枠
の
内
容
は

答

３
つ
の
施
策
を
行
う
。

①
旅
行
会
社
の
商
品
造
成
や

生
活
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
助

成
す
る
「
来
島
機
会
創
出
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

②
多
言
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

成
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー

等
の
「
観
光
満
足
度
向
上
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

③
ク
ル
ー
ズ
船
の
歓
迎
・
見

送
り
セ
レ
モ
ニ
ー
の
充
実
を

図
る
「
情
報
発
信
・
満
足
度

向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

問

住
宅
宿
泊
事
業
法(

民
泊

新
法)

に
よ
る
届
出
件
数
は

答

管
轄
す
る
県
生
活
衛
生

課
に
よ
れ
ば
、
審
査
中
の
案

件
が
１
件
の
み
。
上
乗
せ
規

制
に
関
す
る
条
例
は
未
制
定
。

問

金
作
原
利
用
適
正
化

ル
ー
ル
の
今
後
の
取
組
は

答

奄
美
大
島
利
用
適
正
化

連
絡
会
議
に
お
い
て
、
今
夏

よ
り
ル
ー
ル
試
行
す
る
こ
と

で
合
意
。
今
後
、
関
係
機
関

等
と
本
格
実
施
に
向
け
た

ル
ー
ル
の
見
直
し
や
調
整
を

行
う
。

問

市
長
選
・
市
議
選
の
開

票
速
報
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
行
う
こ
と
は
可
能
か

答

県
下
19
市
中
11
市
で
開

票
速
報
を
行
っ
て
い
る
。
選

挙
権
年
齢
の
18
歳
へ
の
引
き

下
げ
等
踏
ま
え
、
他
市
の
事

例
を
参
考
に
前
向
き
に
取
り

組
む
。

橋口 耕太郎
（公明党）

川口 幸義
（自由民主党）

安田 壮平
（自民新風会）

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
つ
い
て

海
砂
堆
積
に
つ
い
て

　

金
作
原
利
用
適
正
化
ル
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

金作原ゲート

大浜海浜公園
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大迫 勝史
（公明党）

林山 克巳
（自民新風会）

﨑田 信正
（日本共産党） 

　
　

子
育
て
支
援

　
　
　
　

福
祉
行
政
に
つ
い
て

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　

国
の
生
活
保
護
費
の
引
き
下
げ

　
　
　
　

方
針
へ
の
見
解
に
つ
い
て

　
問

｢

食
品
ロ
ス｣

の
削
減
を

家
庭
へ
の
普
及
、
啓
発
の
目
的

で
２
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た｢

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ｣

の
成
果
の

内
容
と
配
布
先
を
伺
う

答

54
品
目
、
１
０
５

・

５
㎏

で
配
布
先
は
加
工
品
は
生
活

困
窮
者
、
原
材
料
・
調
味
料

は
「
み
ら
い
子
ど
も
食
堂
」

へ
配
布
し
た
。

問

本
市
に
於
け
る
「
子
ど

も
食
堂
」
の
展
開
数
と
業
務

形
態
を
伺
う

答

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
個
人
、
事

業
所
が
実
施
し
て
お
り
５
箇

所
あ
る
。
月
１
回
か
ら
２
ヶ
月

に
１
回
又
は
長
期
休
暇
に
併

せ
て
開
催
し
、
料
金
は
全
て

の
「
子
ど
も
食
堂
」
に
お
い

て
中
学
生
以
下
は
無
料
、
一
部

は
高
校
生
以
下
ま
で
無
料
で

そ
の
他
は
有
料
又
は
募
金
と

な
り
対
象
者
の
限
定
は
な
い
。

問

生
活
保
護
世
帯
の
進
学

率
と
大
学
等
へ
の
進
学
準
備

給
付
金
の
現
況
を
伺
う

答

高
校
へ
は
96
％
、
大
学
等

へ
は
13

・

６
％
、
30
年
３
月
に

高
校
を
卒
業
し
て
大
学
等
へ

進
学
す
る
対
象
者
に
は
自
宅

通
学
者
に
10
万
円
、
自
宅
外

通
学
者
に
30
万
円
支
給
さ
れ

る
。
現
在
６
名
が
島
外
の
大

学
等
に
進
学
す
る
た
め
対
象

に
な
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○「
障
が
い
者
総
合
支
援
法
」

に
つ
い
て

問

働
き
方
改
革
に
お
け
る

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
支
援
事
業
の

兼
業
・
副
業
に
お
け
る
取
り

組
み
に
つ
い
て

答

兼
業
・
副
業
も
含
め
て
支

援
し
て
い
く
方
針
で
、
平
成

27
年
度
か
ら
人
材
育
成
講
座

を
3
年
間
で
25
回
開
催
し
、

１
２
６
名
を
育
成
し
て
い
る
。

受
講
者
の
中
か
ら
Ｉ
Ｔ
企
業

の
活
動
に
よ
り
記
事
作
成
（
副

業
）
で
月
5
万
円
前
後
の
収

入
や
、
ネ
ッ
ト
販
売
で
月
20

万
円
を
超
え
る
売
上
の
方
も

出
て
き
て
い
る
。

問

来
年
４
月
に
せ
ま
る
自

衛
隊
部
隊
開
設(

群
島
出
身

者
の
動
向)

に
つ
い
て

答

今
年
度
は
、
陸
自
22
名
・

海
自
10
名
・
空
自
7
名
の
計

39
名
と
な
り
、
他
の
地
域
に

比
べ
増
加
傾
向
に
あ
り
、
奄

美
市
民
の
部
隊
開
設
に
対
す

る
期
待
度
の
表
れ
だ
と
認
識

し
て
い
る
。

問

奄
振
延
長
に
向
け
て
の

取
り
組
み
と
決
意
に
つ
い
て

答

航
路
・
航
空
路
運
賃
の
低

減
に
よ
り
、
入
込
客
数
が
過

去
最
高
の
82
万
５
千
人
余
り

と
な
り
、
新
た
に
創
設
さ
れ

た
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
枠
」
の
戦
略
的
事

業
展
開
が
期
待
で
き
る
。

問

観
光
振
興
に
お
け
る
飲

食
店
・
公
共
施
設
に
お
け
る

受
動
喫
煙
に
つ
い
て

答

奄
美
市
に
お
い
て
も
原

則
「
敷
地
内
禁
煙
」。
飲
食

店
も
「
た
ば
こ
の
煙
の
な
い

お
店
」
登
録
を
促
し
て
お
り
、

増
加
傾
向
に
あ
る
。

問

国
の
生
活
保
護
費
の
引

き
下
げ
方
針
へ
の
見
解
は

答

生
活
保
護
の
支
給
基
準
は

５
年
ご
と
見
直
さ
れ
る
。
今

回
は
、
一
般
低
所
得
世
帯
の
消

費
実
態
と
の
均
衡
を
図
る
た

め
、
生
活
扶
助
基
準
の
見
直

し
、
マ
イ
ナ
ス
５
％
以
内
の

減
額
と
な
る
。
母
子
加
算
が
、

平
均
２
割
削
減
な
ど
、
子
育

て
世
帯
の
一
部
で
、
生
活
保
護

費
の
減
額
が
予
想
さ
れ
る
。

問

日
本
国
憲
法
上
、
国
権
の

最
高
機
関
と
さ
れ
る
国
会
で
、

隠
ぺ
い
、
ご
ま
か
し
、
改
ざ
ん
、

う
そ
と
い
う
言
葉
が
飛
び
交

う
状
況
で
、
文
部
科
学
省
の

教
育
課
程
課
長
ま
で
が
、
う

そ
を
言
い
、
追
及
さ
れ
て
い

る
。
教
育
の
現
場
で
も
隠
ぺ

い
を
指
示
し
て
い
る
状
況
を

教
育
の
専
門
家
と
し
て
子
ど

も
た
ち
へ
の
影
響
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か

答

子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
は

計
り
か
ね
る
が
、
虚
偽
の
発

言
に
つ
い
て
は
、
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
正
し

い
こ
と
・
真
実
の
大
切
さ
に

つ
い
て
学
校
の
み
な
ら
ず
家

庭
や
地
域
と
連
携
を
図
り
、

人
格
を
育
ん
で
い
く
べ
き
で
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
し
て
推

進
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
児
童
扶
養
手
当
の
毎
月
支

給
へ
の
見
解
に
つ
い
て

○
都
道
府
県
化
と
な
る
国
民

健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て

○
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

生活保護世帯の進学率

96%

13.6%

高校進学

大学進学

大学へ進学する対象者
の進学準備給付金

１０万円

３０万円

自宅通学

自宅外通学
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渡 雅之
（無所属）

奥 輝人
（自由民主党）

津畑 誠
（無所属）

　

店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　

実
績
に
つ
い
て

さ
と
う
き
び
の
振
興
に
つ
い
て

交
流
人
口
増
加
に
伴
う
観
光
振
興
と

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問

店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の

実
績
と
そ
の
拡
大
は

答

中
心
商
店
街
の
実
績
は
平

成
26
年
度
補
助
件
数
で
24
件
・

金
額
が
約
９
７
０
万
円
、
平

成
27
年
度
１６
件
の
約
７
０
０

万
円
、
平
成
28
年
度
８
件
の

４
０
０
万
円
で
あ
る
。
中
心

市
街
地
に
拡
大
し
た
平
成
29

年
度
は
件
数
で
19
件
金
額
は

約
９
２
０
万
円
で
あ
る
。
な

お
、
市
全
域
に
拡
大
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
平
成
33
年
度

以
降
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

問

浦
上
町
奥
万
田
地
内
の

道
路
整
備
及
び
信
号
機
の
時

間
調
整
に
つ
い
て

答

今
年
度
測
量
設
計
を
行

い
、
今
年
度
と
来
年
度
で
国

道
に
つ
な
ぐ
計
画
。
国
道
58

号
Ｔ
字
型
交
差
点
の
信
号
時

間
調
整
と
左
折
レ
ー
ン
延
長

に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
協

議
を
行
う
。
な
お
、
郊
外
か

ら
市
内
に
入
る
赤
信
号
機
に

左
折
矢
印
の
信
号
増
設
を
要

望
し
た
。

問

名
瀬
住
用
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
運
営
に
つ
い
て

答

給
食
が
４
千
食
だ
と
給

食
調
理
員
の
基
準
は
13
名
だ

が
、
こ
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は

40
名
を
予
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
配
送
員
等
も
６
コ
ー
ス

を
基
本
と
し
て
14
名
の
予
定

で
あ
る
。

問

さ
と
う
き
び
の
振
興
に

つ
い
て

答

地
域
産
業
を
支
え
る
重

要
な
基
幹
作
物
と
位
置
付
け

て
い
る
。

問

国
か
ら
の
交
付
金
単
価

の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

答

関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
国
、
県
へ
要
望
し
て
い
く
。

問

基
準
糖
度
帯
の
引
き
下

げ
に
つ
い
て

答

台
風
や
病
害
虫
発
生
に
よ

る
被
害
に
伴
い
低
糖
度
と
な

る
の
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、

見
直
し
に
つ
い
て
関
係
機
関

と
協
議
し
て
い
く
。

問

農
業
用
機
械
ド
ロ
ー
ン
の

活
用
に
つ
い
て

答

栽
培
管
理
の
機
械
化
、
労

働
力
の
省
力
化
が
図
ら
れ
、

規
模
拡
大
に
繋
が
る
と
考
え

ら
れ
、
現
場
で
の
実
演
会
の

実
施
に
向
け
、
協
議
、
検
討

し
て
い
く
。

問

農
業
共
済
加
入
率
に
つ

い
て

答

加
入
率
は
左
記
の
通
り

問

平
集
落
の
里
道
に
つ
い
て

答

奄
美
市
へ
の
移
転
登
記
な

ど
協
議
を
図
り
、
検
討
す
る
。

問

和
野
集
落
の
市
道
３
号

線
に
つ
い
て

答

地
籍
調
査
完
了
後
、
市
道

か
ら
農
道
へ
の
編
入
を
行
い

事
業
実
施
に
つ
い
て
、
検
討

し
て
い
く

問

海
の
玄
関
口
（
名
瀬
新
港
）

の
観
光
案
内
所
設
置
に
つ
い
て

答

平
成
29
年
の
海
路
に
よ
る

入
込
客
は
９
万
６
３
３
１
人

と
な
っ
て
い
る
。
観
光
客
か

ら
の
ニ
ー
ズ
や
そ
れ
に
対
応

す
る
人
員
配
置
、
必
要
経
費

な
ど
、
現
状
や
課
題
を
踏
ま

え
て
、
県
や
関
係
機
関
と
連

携
し
検
討
す
る
。

問

防
犯
カ
メ
ラ
・
防
犯
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
導
入
に

つ
い
て

答

公
共
施
設
の
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
各
施

設
の
利
用
状
況
等
を
考
慮
し

な
が
ら
、
計
画
的
な
導
入
を

検
討
す
る
。
ま
た
、
公
用
車

の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の

設
置
状
況
は
、
現
在
、
２
８

３
台
中
30
台
設
置
し
て
い
る
。

未
設
置
の
車
両
に
は
、
順
次

導
入
を
検
討
す
る
。

問

公
共
交
通
（
路
線
バ
ス
）

停
留
所
の
整
備
に
つ
い
て

答

市
が
事
業
主
体
と
し
て

整
備
す
べ
き
個
所
が
あ
る
の

か
検
討
を
行
い
、
バ
ス
事
業

者
や
地
域
の
方
々
と
の
協
働

も
含
め
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
農
業
振
興
に
つ
い
て

○
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

○
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て

さとうきび共済引受率の推移( 単位：％）

H27 H28 H29

種子島 89.0 90.7 86.4

沖永良部島 81.9 83.2 85.0

与論島 60.3 61.1 63.0

徳之島 47.9 50.2 47.3

大島本島 28.4 25.6 22.1

喜界島 14.8 13.1 13.2

店舗リフォーム制度の実績

年度 件数 金額

Ｈ26 ２４件 970 万円

Ｈ27 １６件 700 万円

Ｈ28 ８件 400 万円

Ｈ29 １９件 920 万円
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関 誠之
（社会民主党）

　

世
界
自
然
遺
産
登
録

　
　
　
　
　

延
期
の
理
由
に
つ
い
て

問

世
界
自
然
遺
産
登
録
延

期
の
理
由
と
今
後
の
課
題

答

①
沖
縄
の
北
部
訓
練
場
返

還
地
が
推
薦
地
に
含
ま
れ
て

い
な
い
こ
と
。

②
推
薦
地
の
連
続
性
に
欠
け
、

遺
産
の
価
値
の
証
明
に
不
必
要

な
分
断
さ
れ
た
小
規
模
な
区

域
が
複
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

が
主
な
理
由
で
あ
る
。
本
市
と

し
て
は
「
金
作
原
利
用
適
正
化

ル
ー
ル
の
検
討
、エ
コ
ー
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
制
度
の
取
り
組
み
」
を

充
実
さ
せ
、
全
体
的
な
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
が
必
要
と
指
摘
も

あ
り
、
特
に
敏
感
な
地
域
保

護
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問

奄
美
空
港
へ
の
オ
ス
プ
レ

イ
緊
急
着
陸
に
対
す
る
市
長

の
見
解
と
関
係
機
関
へ
の
対

応
に
つ
い
て

答

九
州
防
衛
局
に
対
し
、「
米

軍
な
ど
関
係
機
関
に
整
備
・

点
検
の
徹
底
や
安
全
管
理
に

関
す
る
情
報
の
提
供
、
事
前

連
絡
の
徹
底
や
不
安
を
招
く

運
用
は
控
え
る
よ
う
」
口
頭

で
申
し
入
れ
て
い
る
。
今
後

は
文
書
で
行
う
よ
う
検
討
す

る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
笠
利
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
委
託
状
況
に
つ
い
て

○
国
際
大
学
設
置
の
今
後
の

方
針
に
つ
い
て

○
大
浜
海
浜
公
園
の
養
浜
対

策
に
つ
い
て

受理番号 件              名 提出者 議決結果 付託委員会

請願第２号
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復
元，複式学級解消をはかるための，2019 年度政府予
算に係る意見書採択の要請について

鹿児島県教職員組合奄美地区
支部奄美地区協議会

議長　髙　幸広
採択 文教厚生

陳情第５号 ミサイル部隊配備反対の市議会決議を求める陳情
戦争のための自衛隊配備に反
対する奄美ネット

代表　城村　典文
継続審査 総務企画

受理番号 件              名 提出者 議決結果 付託委員会

請願第１号 受動喫煙防止の展開について 渉　秀憲 採択 文教厚生

陳情第１号
奄美市・名瀬・住用地区大規模給食センター化の市
民説明会を求める陳情

奄美の子どもたちの命と健康
を守る郡民会議

議長　城村　典文
不採択 文教厚生

○前定例会からの継続審査処理状況

請願・陳情の状況

市政などに対して意見や要望があるときは、市議会に請願書や陳情書
等を提出することができます。請願書を提出するときは議員の紹介を必
要としますが、陳情書の場合は必要ありません。提出期限がございます
ので、ホームページをご覧頂くか議会事務局までお問い合わせ下さい。

　５月 30 日に東京で開催された第 94 回全国市議会議長会

定期総会で、戸内恭次議員、関　誠之議員、竹山耕平議員が

10 年永年在職議員表彰を受け、第２回定例会の最終本会議

終了後に表彰状の伝達式を行いました。

永 年 在 職 議 員 彰表

オスプレイ
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議案等番号 件              名 議決結果 付託委員会

平成 29 年度奄美市一般会計予算繰越明許費繰越計算書

平成 29 年度奄美市公共下水道事業特別会計予算繰越明許費繰越計算書

平成 29 年度奄美市農業集落排水事業特別会計予算繰越明許費繰越計算書

平成 29 年度奄美市水道事業会計予算繰越計算書

専決処分の報告について
（専決第５号　和解及び損害賠償の額を定めることについて）

専決処分の報告について
（専決第６号　和解及び損害賠償の額を定めることについて）

報告第１号
専決処分の承認を求めることについて

（専決第３号　奄美市税条例の一部を改正する条例の制定について）
承認 本会議

報告第２号
専決処分の承認を求めることについて

（専決第４号　奄美市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について）
承認 本会議

報告第３号
専決処分の承認を求めることについて

（専決第７号　平成 30 年度奄美市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について）
承認 本会議

議案第 42 号 平成 30 年度奄美市一般会計補正予算（第１号）について 原案可決 全委員会

議案第 43 号 奄美市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 総務企画

議案第 44 号 奄美市税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 総務企画

議案第 45 号 奄美市子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 文教厚生

議案第 46 号
奄美市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条
例の制定について

原案可決 文教厚生

議案第 47 号
奄美市指定地域密着型サービスの事業の人員，設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例の制定について

原案可決 文教厚生

議案第 48 号 奄美市立学校給食センター条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 文教厚生

議案第 49 号 和解及び損害賠償の額を定めることについて 原案可決 産業建設

議案第 50 号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について財産の取得について 原案可決 総務企画

議案第 51号 過疎地域自立促進計画の変更について 原案可決 総務企画

議案第 52 号 工事請負契約の変更契約の締結について 原案可決 総務企画

議案第 53 号 工事請負契約の変更契約の締結について 原案可決 総務企画

議案第 54 号 教育委員会教育長の任命について 同意 本会議

議案第 55 号 教育委員会委員の任命について 同意 本会議

議案第 56 号 固定資産評価員の選任について 同意 本会議

発議第３号
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元，複式学級解消をはか
るための，2019 年度政府予算に係る意見書の提出について

原案可決 本会議

発議第４号 地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について 原案可決 本会議

議案第 57 号 監査委員の選任について 同意 本会議

議案第 58 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 本会議

議案第 59 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 本会議

議案第 60 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 本会議

発議第５号 奄美市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 本会議

第２回定例会の主な議案
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総
務
企
画
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

第２回定例会における常任委員会では、
６月 15 日に文教厚生委員会、18 日に産業
建設委員会・総務企画委員会で議案・陳情
等について審査しました。常任委員会での
審査について一部ご紹介します。

第２回定例会

審査概要

奄
美
市
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

問

全
国
的
に
住
民
税
課
税
世
帯
・
非
課
税
世
帯

の
区
別
な
く
、
子
ど
も
医
療
費
の
現
物
給
付
を

行
っ
て
い
る
例
は
あ
る
か

答

九
州
で
も
他
の
県
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な

事
例
が
あ
る
。

奄
美
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
，
整
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

問

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
更
新
の
際
の
研
修
は

答

こ
れ
ま
で
ど
お
り
島
内
で
受
講
で
き
る
。

補
正
予
算

◎
住
用
町
奄
美
体
験
交
流
館

　
　
　
　
ホ
ー
ル
天
井
補
修
費
用
▼
50
万
円

問

奄
美
体
験
交
流
館
の
利
用
状
況
は

答

昨
年
度
の
利
用
者
数
４
月
３
３
２
９
名
、
５
月
３

３
７
２
名
に
対
し
、
今
年
度
４
月
２
５
２
０
名
、
５

月
２
７
９
８
名
と
減
少
し
て
い
る
。

奄美体験交流館利用者数

4 月 5 月

H29 3329 名 3372 名

H30 2520 名 2798 名

工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結

問

イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
条
項
に
つ
い
て
、
こ
れ

は
公
共
工
事
で
毎
回
こ
の
よ
う
な
条
項
が
含
ま
れ

て
い
る
も
の
か
、
含
ま
れ
て
い
る
と
し
た
ら
、
例

え
ば
国
や
県
か
ら
の
労
働
単
価
が
著
し
く
上
が
っ

て
い
る
の
か

答

県
の
公
共
単
価
を
基
準
に
そ
の
増
減
の
幅

と
い
う
が
増
え
た
分
で
単
価
の
再
計
算
を
す
る

と
い
う
事
で
、
ま
ず
金
額
を
出
す
事
に
な
る
。

現
在
で
は
、
契
約
関
係
全
て
に
適
用
さ
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

中
小
企
業
者
に
対
す
る
固
定
資
産
税

の
優
遇
処
置
に
つ
い
て

問

該
当
す
る
職
種
は

答

施
行
期
日
か
ら
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
「
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
」
に
規
定

す
る
先
端
設
備
を
取
得
し
た
中
小
企
業
者
す
べ

て
が
該
当
と
な
る
。

補
正
予
算

◎
Ａ
Ｉ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

            

▼
５
８
７
万
５
千
円

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
谷
よ
う

子
氏
が
実
施
す
る
「
Ａ
Ｉ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
」

に
係
る
費
用
を
計
上
し
た
も
の
。

補
正
予
算

◎
市
道
中
央
46
号
線
（
銀
座
通
り
）
及
び

市
道
中
央
50
号
線
（
奄
美
本
通
り
）
整
備
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
▼
２
億
５
９
０
０
万
円

◎
都
市
再
生
事
業
費
事
業
調
査
業
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
７
０
０
万
円

高
齢
者
や
子
供
連
れ
の
お
客
様
に
ベ
ビ
ー
カ
ー
や

シ
ニ
ア
カ
ー
の
貸
し
出
し
事
業
の
検
証
や
、
官
民

連
携
施
策
と
し
て
公
園
や
歩
道
を
利
用
し
た
賑
わ

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
オ
ー
プ
ン
カ

フ
ェ
等
の
検
討
な
ど
各
種
調
査
業
務
を
実
施
す
る

問

都
市
再
生
整
備
事
業
費
に
つ
い
て

答

都
市
再
生
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
中
心
市
街

地
地
区
43
㏊
の
道
路
修
景
や
公
園
整
備
等
の
ハ
ー

ド
事
業
，
中
心
市
街
地
へ
の
出
店
支
援
な
ど
商
店

街
賑
わ
い
再
生
事
業
等
の
ソ
フ
ト
事
業
を
行
う
も

の
で
あ
る
。

問

都
市
再
生
整
備
事
業
費
補
助
金
は
、
中
心
市

街
地
の
出
店
に
補
助
と
い
う
こ
と
だ
が
、
何
店
舗

採
用
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
今
後
ど
の
よ
う
な
予
想

を
し
て
い
る
の
か
。

答

昨
年
度
の
新
規
出
店
者
は
13
件
、
本
年
度
４

月
で
既
に
11
件
の
出
店
が
出
て
い
る
。
問
い
合
わ

せ
等
も
あ
り
、
今
後
も
増
え
る
と
予
想
し
て
い
る
。

常任委員会
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市議会には３つの常任委員会があり、それぞれ

の委員会に分けて市政について専門的に審議し

ています。各委員会では全国の先進事例を参考

にするため、１年に１回、現地に赴いて調査を

行っています。なお、委員の派遣については、

調査の内容等を議会本会議において諮り、許可

しております。５月に調査を行いましたので報

告いたします。なお、各委員会の報告書は奄美

市ホームページに掲載予定ですのでそちらも是

非ご覧ください。

◎参加者

安田壮平 / 﨑田信正 / 平川久嘉 / 戸内恭次

里秀和 / 栄ヤスエ / 松山さおり / 橋口耕太郎

◎調査日程

５月２１日～５月２４日

◎調査場所と調査事項

【兵庫県明石市】

　こども総合支援条例や保育士の処遇改善について

【兵庫県明石市立二見こども園】

　認定こども園について

【兵庫県西宮市】

　地域のつどい場推進事業について

【大阪府豊中市社会福祉協議会】

　生活困窮者の支援について

　コミュニティソーシャルワーカーの活動について

◎参加者

橋口和仁 / 奥輝人 / 伊東隆吉 / 師玉敏代

与勝広 / 津畑誠 / 林山克巳

◎調査日程

５月８日～５月１１日

◎調査場所と調査事項

【東京都品川区】

　外国人観光客受入促進や受入環境の整備について

【東京都町田市】

　創業支援事業について

【富山県南砺市】

　世界遺産を活用した観光について

◎参加者

三島照 / 関誠之 / 元野景一 / 大迫勝史

西公郎 / 竹山耕平 / 多田義一

◎調査日程

５月２２日～５月２５日

◎調査場所と調査事項

【沖縄県八重山郡与那国町】

　自衛隊誘致後の経済等の動向について

【沖縄県国頭郡国頭村】

【やんばる野生生物保護センター】

　沖縄北部の世界自然遺産登録への取り組み状況について

【北部広域市町村圏事務組合】

　奄美国際大学の可能性調査について

常任委員会の
所管事務調査

総務企画委員会

産業建設委員会 文教厚生委員会

★総務企画

文教厚生★
★産業建設

兵庫県西宮市兵庫県明石市二見こども園東京都町田市 富山県南砺市

沖縄県八重郡与那国町北部広域市町村圏事務組合
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奄美群島市町村議会議員大会
　

第
61
回
奄
美
群
島
市
町
村
議
会
議

員
大
会
が
５
月
17
日
、
徳
之
島
町
の

Ｊ
Ａ
徳
之
島
で
開
催
さ
れ
、
12
市
町

村
の
議
会
議
員
や
市
町
村
長
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

奄
美
群
島
振
興
交
付
金
を
活
用
し

た
産
業
振
興
、
人
材
育
成
施
策
の
拡

充
、
雇
用
の
場
の
確
保
等
を
図
る
と

と
も
に
、
地
方
創
生
に
よ
る
地
域
の

活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
地
域

住
民
・
行
政
と
一
体
に
な
り
推
進
し

て
い
く
と
宣
言
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
地
区
か
ら
提
出
さ
れ
た

８
議
案
の
採
択
と
、
奄
美
群
島
振
興

交
付
金
の
充
実
・
拡
充
な
ど
18
項
目

の
決
議
を
可
決
し
ま
し
た
。

議案 ( 提出者 )

1 平土野港多機能港湾新設整備について ( 徳之島町・天城町・伊仙町 )

2 乳幼児医療費助成事業・ひとり親家庭医療費助成事業・重度心身障害者 ( 児）医療費助成事業の窓口無料化に
ついて ( 和泊町・知名町・与論町 )

3 主要地方道名瀬瀬戸内線の大金久～戸円間トンネルの早期実現について ( 大和村・宇検村・瀬戸内町 )

4 国道５８号おがみ山バイパスの整備推進について ( 奄美市 )

5 喜界空港の整備について ( 龍郷町・喜界町 )

6 奄美群島における海岸線の油の漂着について ( 議長会 )

7 さとうきびの販売価格、国の政策支援価格の引上げ、基準糖度・基準糖度帯の引下げについて ( 議長会 )

8 平成３１年度以降の奄美群島振興開発特別措置法の延長について ( 議長会 )

▼提案事項を説明する
奥輝人産業建設副委員長

１４８名の議員が参加▶

会場の様子

議会報告会を開催しました
　

6
月
２
日
に
、
市
内
４
地

区
で
議
会
報
告
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
奄
美
市
議
会

で
は
、
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
て
市
民
の
皆
さ
ま
に
議

会
の
活
動
状
況
を
お
知
ら
せ

し
、
皆
さ
ま
方
か
ら
の
ご
意

見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
に
議
会
報
告
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
ご
来
場
く
だ
さ

い
ま
し
た
皆
様
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
意
見
等

の
詳
細
は
、
議
会
だ
よ
り
次

号
に
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

参加者が少ないので、もっと
広報をした方がいいと思う。

～ 参加者の声 ～
( アンケートより一部抜粋 )

議員と直接話し合うことで議員
や議会が身近に感じられた。

課題も含めて、考えていかな
ければならない事も多くある事を考え

させられました。

名瀬 : 小湊地区集会場

名瀬 : AiAi ひろば

笠利 : 節田生活館

住用 : 市集会場
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政 活務 費 告報動年度29平成

政務活動費とは、奄美市議会議員の調査研究その他の活動に資するため、必要な経費の一部として交

付されるものです。年度初めに１年分を会派又は議員に交付し、年度終わりに年間の収支報告などを

議長に提出しています。なお、支出額が年間計２７万円に達しない場合、残額は市へ返還されます。

議員１人当たり月額２万 2,500 円　年間２７万円を上限に交付

全体の交付申請額 648 万円のうち 502 万円（77.5％）を活用しました

（単位：円）

▼詳細については閲覧可能です

領収書や収支報告書などは議会事務局に保管されています。これらの資料の閲覧を希望される方は、議会事
務局までお越しください。

項目
〈支出額の使途〉

支出額
合計

政務活動
費の

支出額
市への
返還金調査

研究費 研修費 広報費
要請
陳情

活動費
資料

作成費
資料

購入費 人件費 事務所
費

共産党 
三島・﨑田 137,700 81,052 324,540 543,292 540,000 0 

橋口　耕太郎 25,184 25,184 25,184 244,816 

与　勝広 59,550 59,550 59,550 210,450 

大迫　勝史 166,808 166,808 166,808 103,192 

栄　ヤスエ 9,780 24,159 20,388 54,327 54,327 215,673 

関　誠之 30,700 148,800 56,350 47,268 283,118 270,000 0 

伊東　隆吉 208,260 46,992 255,252 255,252 14,748 

元野　景一 330,360 3,740 14,376 348,476 270,000 0 

川口　幸義 166,760 9,876 176,636 176,636 93,364 

奥　輝人 264,475 8,400 272,875 270,000 0 

平川　久嘉 121,772 45,144 37,338 70,887 275,141 270,000 0 

竹山　耕平 208,271 25,000 52,653 285,924 270,000 0 

師玉　敏代 193,500 53,226 246,726 246,726 23,274 

橋口　和仁 29,200 257,320 286,520 270,000 0 

多田　義一 291,141 291,141 270,000 0 

安田　壮平 241,200 3,240 27,340 271,780 270,000 0 

里　秀和 211,041 66,448 277,489 270,000 0 

西　公郎 185,478 126,580 312,058 270,000 0 

松山さおり 61,360 57,372 118,732 118,732 151,268 

津畑　誠 82,412 21,198 103,610 103,610 166,390 

戸内　恭次 82,412 111,162 52,000 245,574 245,574 24,426 

渡　雅之 21,740 39,606 61,346 61,346 208,654 

林山　克巳 227,370 32,180 43,649 303,199 270,000 0 

総計 2,673,592 62,880 572,844 151,580 509,271 918,051 52,000 324,540 5,264,758 5,023,745 1,456,255

構成比 50.8% 1.2% 10.9% 2.9% 9.7% 17.4% 1.0% 6.2% 100.0% 77.5% 22.5%
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議
会
だ
よ
り
あ
ま
み
、
が
第
50
号
を
発
行
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
編
集
あ
と
が
き
を
編
集
委

員
一
人
ひ
と
り
が
担
当
し
て
個
人
名
を
明
記
し

て
書
く
こ
と
は
、
重
要
な
役
割
で
あ
る
事
は
論

ず
る
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
50
号
の
節
目

が
、
私
た
ち
奄
美
市
民
に
と
っ
て
時
代
の
変
わ

り
目
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
時

で
あ
る
と
思
う
。

　

今
、
奄
美
市
は
合
併
後
の
主
要
事
業
の
目
的

完
成
に
向
け
て
、
ひ
た
走
り
に
走
っ
て
い
る
と

い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
そ
の
最
中
で
、
世
界

自
然
遺
産
登
録
ま
で
あ
と
僅
か
と
い
う
と
こ
ろ

で
、
国
際
自
然
保
護
連
盟
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
の
記

載
延
期
の
知
ら
せ
は
、
正
に
驚
天
動
地
の
衝
撃

だ
っ
た
。
様
々
な
意
見
は
多
々
あ
る
と
し
て
、

私
た
ち
は
、
奄
美
大
島
日
本
復
帰
を
実
現
し
た

結
末
と
勇
気
の
輝
か
し
い
歴
史
を
持
つ
。
皆
が

心
を
合
わ
せ
て
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
向
け

て
前
進
す
る
こ
と
、
今
、
正
に
私
た
ち
奄
美
群

島
民
は
、
そ
の
底
力
が
試
さ
れ
る
時
が
訪
れ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
（
元
野　

景
一
）

市 議 会 だ よ り
会編 集 委 員
〈 

委
員
長 

〉

　

林
山　

克
巳

〈 

副
委
員
長 

〉

　

松
山
さ
お
り

〈 

委
員 

〉

　

元
野　

景
一
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第３回定例会の予定
《５月》
　７日 市議会だより編集委員会

　８日 産業建設委員会視察（～11日）

１４日 全員協議会

１６日 奄美群島市町村議員大会（徳之島町）

１８日 政策立案研修会

２１日 文教厚生委員会視察（～24日）

２２日 総務企画委員会視察（～25日）

２９日 議会運営委員会

　　　 九州市議会議長会（東京都）

　　　 県市議会議長会臨時総会（東京都）

３０日 全国市議会議長会定期総会（東京都）

《６月》
　１日 議会開会

　２日 議会報告会

１１日 一般質問（４人）

１２日 一般質問（４人）

１３日 一般質問（４人）

１５日 本会議・常任委員会（文教厚生）

１８日 常任委員会（産業建設・総務企画）

２５日 最終本会議

　　　 永年在職議員表彰状の伝達式

《７月》
　５日 政策立案推進会議

　６日 大島地区衛生組合議会臨時会

１０日 奄美市立学校給食センター視察

１７日 政策立案推進会議

　　　 大島地区消防組合議会臨時会

２４日 政策立案推進会議

２６日 県市議会議長会定期総会（南さつま市）

３１日 議会運営委員会

開会 一般質問

本会議 常任委員会

最終
　本会議

決算委員会

編集あとがき

「傍聴」
議会は傍聴できます。

（事前連絡は不要です）
奄美市役所名瀬庁舎６階

にお越しください。

「議会中継」
議会の様子をインターネッ
トで生中継しています。
是非ご覧ください。

議会を覗いてみませんか？

議会の動き

奄美市議会 議会中継


